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測されている。現在まで、マウス精子ヒアルロニダーゼとして HYAL5 と SPAM1 が同定されており、SPAM1
に関してはその欠損マウスが作製され、精子の卵丘細胞層通過が有意に遅延することが報告されている。そ
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　この研究では、精子膜上に GPIアンカーするヒアルロニダーゼ HYAL5 と SPAM1 の機能的な役割を明ら
かにしている。予想に反して、HYAL5 は卵丘細胞層の精子通過を含めた受精の諸過程に必要でないことが
明確となった。また、HYAL5 欠損精子と SPAM1 欠損精子を用いた比較研究から、これらのヒアルロニダー




　これまで不明であった精子ヒアルロニダーゼ HYAL5 と SPAM1 の受精での機能に関して、世界に先駆け
て実験的に証明したことは十分に評価できるが、精子の卵子卵丘細胞複合体との相互作用について普遍的な
最終結論を得るまでには至っておらず、今後に残された課題も少なからずある。しかし、研究自体は非常に
注意深く行われているため、十分な信頼性を有しており、当核研究分野の発展に貢献したと考えられる。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
